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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は,従来のニューラル処理における種々の課題を解決するための光空間並列画像処理として,光
ニューラルネットハードウエアの操案と応用,ならびに並列光デジタル処理における光誤り検出/訂正処
理機構の提案とその処理能力の検証を行ったもので,得られた成果の主なものは次の通りである｡
1.側抑制ニューラルネットを具体的に光学系で構成し,実験並びに数値解析によって基本的な設計指針
を明らかにし,側抑制ニューラルネットの基本動作の一つであるエッジ強調の原理動作を確認した｡
2.集積化を意図して,光結合により側抑制ニューラルネットを実現する光ニューロ素子ILCODを提案
･試作して,基本動作が光学的に実現できることを確認した｡
3.側抑制ニューラルネットと光画像コンパレータを用いて構成する一つの光特徴抽出システムを提案し,
それを構成する空間光変調器の処理速度をも考慮して,その原理動作 ･処理能力などをシミュレーション
により検討した｡
4.光ベクトルマ トリックス乗算器および偏光を利用した光ルックアップテーブルからなる全光型誤り訂
正符号器及び復号器を捷案し,各種の空間光変調器を用いる現実的な構成例についての処理速度の検討を
行った｡
以上要するに本論文は,光ニューラルネットハードウエアを提案 ･製作 し,光空間並列画像処理に応用,
ならびに並列光デジタル処理における光誤り検出/訂正処理機構の提案と処理能力の研究を行ったもので,
学術上,実際上寄与するところが少なくない｡よって本論文は博士 (工学)の学位論文として価値あるも
のと認める｡ また,′平成8年11月29日,論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果,合格
と認めた｡
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